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受験生の祖父祖母などの高齢者の方、目が見えに
くい方、耳が聞こえにくい方、色の区別がつきに
くい方、インターネットの通信回線速度の遅い方
等、みんなが使いやすいＷｅｂサイトを目指して
いる。つまりユーザビリテイの中でも特にアクセ
シビリティを最重要項目と考えている。アクセシ
ビリテイとは、「誰にでも利用可能であるか」の
指標である。仁愛大学公式Ｗｅｂは、2004年度版
よりアクセシビリテイ重視の設計方法に転換。本
稿では、その設計方法及び問題点について述べる。
１はじめに
あらゆる企業や団体において広報目的のＷｅｂ
が存在する現在、教育機関におけるＷｅｂ作成・
運用において重要な項目は何であろうか。作成過
程初期においては、雑誌編集同様にターゲットの
設定およびコンセプトが大切である。学校におけ
る主要なターゲットは、受験生及びその親族であ
る。本稿においては、大学における入試広報用
Ｗｅｂを考察するため、受験生としては高校生を
想定している。ターゲットが高校生であるならば、
コンセプトとしてはＣＧ・動画・音声を用いた意
匠重視が良いのであろうか。教育機関としては、
営業効果以上に教育効果が大切である。教育効果
から言えば、意匠や最新技術以上にユーザビリテ
ィが重要となる。ユーザビリティとは「使いやす
さ」という意味である。ユーザにとって使いやす
いＷｅｂを作成することにより、他者の視点を考
慮したコミュニケーションの重要`性をユーザに対
して教えることができる。仁愛大学における2004
年度版公式Ｗｅｂ（http://WWW､jindaiac､jp）の
コンセプト（サイトポリシー）は、「誰もが、使
いやすい、わかりやすいＷｅｂ」である。例えば
２ウェブ・アクセシビリテイ
２．１高齢者・障がい者にとってのＷｅｂ
視覚障がい者や高齢者の一部のように目が見え
にくい方にとって、Ｗｅｂとはどのようなもので
あろうか。文字が見えないのだから必要ないと考
える人が多い。しかし実際は逆で大切な道具であ
る。Ｗｅｂが無い場合、視覚障がい者は点訳また
は音訳されたデータにより情報を得る。つまり他
者がいなければ情報は収集できず、またリアルタ
イムでの情報収集は難しい。それに対しＷｅｂの
場合は、音声ブラウザやスクリーン・リーダーと
いうソフトウェアを用いることにより、コンピュ
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－タの操作方法を覚えれば、自分のみで最新情報
を収集できるのである。
２．２曰米におけるガイドライン
アクセシビリテイを考えたＷｅｂとは、どのよ
うなものであろうか。音声ブラウザにより、すべ
てのＷｅｂの文字・画像情報が音声情報へ変換さ
れる訳ではない。Ｗｅｂを作成するときには、音
声ブラウザで読み上げができる方法、肢体が不自
由な方でも使いやすい方法、耳が聞こえにくい方
でも情報を得られる動画の方法等のルールが存在
する。
そのようなルールをまとめた日米における代表的
なガイドラインが次の４つである。
●アメリカ合衆国におけるガイドライン例
(1)「WebContentAccessibilityGuideliｎｅｓｌＯ
（WCAGLO)」（Ｗ３Ｑｌ９９９)。多くのユーザに
とってアクセシビリテイが向上するための制作
方法ガイドライン。Ｗ３Ｃ（WorldWideWeb
Consortium）は、Ｗｅｂの生みの親Tim
Berners-Leeが設立し、Ｗｅｂの標準化を行っ
ている機関。
(2)「リハビリテーション法第508条に基づく
ＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃａｎｄｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＴｅｃｈｎｏlogy
AccessibilityStandards」第508条（ＵＳＣ，
1998）は、連邦政府が購入・使用する製品、一
般市民に提供する情報サービスに対して、障が
いを持つ人が障がいを持たない人と同等にアク
セスできることを義務付けている。電子・情報
技術アクセシビリテイ基準（AccessBoard，
2000）は、第508条の施行ガイドラインである。
(3)「ＷｅｂContentAccessibilityGuidelines２．０
（WCAG20)」（Ｗ３Ｃ，2004）WCAGLOの一部
内容が古くなり現在では有効でない項目もある
ため、ＷＣＡＧ２０の草案作成中。４つの
Principle（方針）から成る。
ｉ・Contentmustbeperceivable．（コンテン
ツは認識可能）
iiInterfaceelementsinthecontentmust
beoperable．（コンテンツのインターフェ
ース要素は誰にでも操作可能）
iiLContentandcontrolsmustbeunderstandable
（コンテンッ及びコントロールが理解可能）
iMContentmustberobustenoughtowork
withcurrentandfuturetechnologies．
(将来にわたりコンテンツが使用可能な技術利用）
・曰本におけるガイドライン例
(4)「JISX8341-3高齢者・障害者等配慮設計指
針一情報通信における機器，ソフトウェア及び
サーピスー第３部：ウェブコンテンツ」（日本
規格協会，2004）「この規格は、主に高齢者、
障害のある人及び一時的な障害のある人が、こ
れらの情報通信における機器、ソフトウェア及
びサービスを利用するときの情報アクセシピリ
テイを確保し、向上させるために、ウェブコン
テンツを企画、設計、開発、制作、保守及び運
用するときに配慮すべき事項を指針として明示
したものである。（序文より抜粋)」ＪＩＳＸ
8341-3は、WCAＧよりも対象や項目の応用
’性が高い。本ＪＩＳ規格の制定により、現在遅
れている自治体や教育機関におけるアクセシビ
リテイヘの考慮が推進されるであろう。
３AccessibiIity評価方法
３．１ブラウザ・チェック
各種ガイドラインを参考にＷｅｂを作成した場
合でも、作成後何重ものチェックが必要である。
第１に、多種多様な環境において動作確認をしな
ければならない。回線速度、ディスプレイの解像
度・表示色数の違いによる動作確認。ＯＳ
(Windows、Mac、ＵＮＩＸ）およびブラウザの種
類・バージョンの違いによる動作確認。ブラウザ
の種類としては、InternetExplorer、Netscape、
Opera、Firefox、Mozilla、Safari等のＧＵＩブ
ラウザ。Lynｘのようなテキストブラウザやホー
ムページ・リーダー等の音声ブラウザ。またＧＵＩ
ブラウザとスクリーン・リーダーを併せて利用す
る場合。
３２アクセシビリティ・チェック
前述のガイドラインを基準として自動的にアク
セシビリテイをチェックするツールがある。代表
的なものとして、次の２つがある。
(1)「Bobby」（http://bobbywatchfire・com／
bobby/html/en/indexjsp）
上記Ｗｅｂページ上で、チェックしたいＷｅｂ
2２－
田中洋一・吉村正照ウェブ・アクセシビリテイ設計方法の開発
サイトのＵＲＬを指定すると、ブラウザ上にチ
ェック結果を表示する。チェック基準として、
リハビリテーション法第508条またはＷＣＡＧｌＯ
のいずれかを選択する。
(2)「LIFTforMacromediaDreamweaver」
Dreamweaver上で制作途中のＷｅｂページや
サイト全体をチェックし、修正することができる
ソフトウェア。チェック基準は、JISX8341-3、
リハビリテーション法第508条、ＷＣＡＧＬＯ、日
本語特有のガイドライン等選択可能。
３．３ユーザ・テスト
ユーザビリテイに関しては、アクセシビリテイ
のような自動チェックツールが存在しない。また
アクセシビリテイに関しても、自動チェックツー
ルのみでは確認できないことがある｡可能ならば、
ターゲットユーザ層による操作'性テストをすべき
である。実際のＷｅｂサイトにおいて、何種類か
の情報検索課題を試行させ、データを分析するこ
とにより、ナピゲーションやレイアウト等の問題
点を探る。
４仁愛大学公式ＷｅｂのAccessibiIity評価
４．１ブラウザ・チェック
ＧＵＩブラウザに関しては、シェアの低いブラ
ウザ（古いバージョンのNetscape等）を使用
した場合、レイアウトのくずれは黙認し、情報が
確実に伝わることを優先することとする。音声ブ
ラウザに関しては、ホームページ・リーダーのみ
チェック。読み間違いを生じにくい文章表記に努
める。例えば、紙メディアのシラバスの講義名に
おけるローマ数字は、Ｗｅｂ上ではアラビア数字
に変換。
４２アクセシビリティ・チェック
BobbyLIFTともに、2003年度版Ｗｅｂに比
べ、2004年度版新規Ｗｅｂのアクセシビリテイは
向上。LIFT22を用いたJISX8341-3を基準とす
るアクセシビリテイ・チェックのトップページの
結果を表ｌ、表２に示す。
表１自動テストにおけるアクセシビリティ・チェック結果
1,
－２３
[JIS52f］フレームの代替コンテンツ ｜’＊’｜’＊｜’
自動テスト 2004年度 12003年度
.(↑■鹸霊図｢|灘溌iiClL､評 適合 該当個所なし 不適合 1適合 認 当個所なし 不適合
[JIS51a］MARQUEE/BLINK要素の使用 ＊ ＊
[JIS51a］Ｗ３Ｃ非推奨タグの使用 ＊ ＊(18）
[JIS51a］ドキュメント・タイプ定義の宣言 ＊ *(1)
[JIS51a］半角カナ文字 ＊ ＊
[JIS51a］機種依存文字 ＊ ＊
[JIS51a,５９a］ＨＴＭＬ要素での自然言語指定 ＊ ＊(1)
[JIS51b,5.4.,e］オブジェクトのコンテンツ ＊ ＊
[JIS52a］Ｈ要素のマークアツプ ＊ ＊
[JIS52b］ＨTMLによる見た目の表現 ＊ ＊07）
[JIS52c］CAPTION要素による表題 ＊ ＊
[JIS52c］見出しセルのマークアツプ ＊ ＊
[JIS52e］ページタイトルの指定 ＊ ＊
[JIS52e］重複したページタイトル ＊ ＊
[JIS5.2f］インラインフレームのTITLE属'性 ＊ ＊
[JIS52f］フレームのLONGDESC属`性 ＊ ＊
[JIS52f］フレームのTITLE属`性 ＊ ＊
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※不適合欄括弧内の数字は、不適合個所の数である。
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[JIS52g］ドキュメント間の関係 ｜’ ＊(1) ｜’ ＊(1)
[JIS53a］デバイス依存のイベントハンドラ ＊ ＊
[JIS53a］マウス依存のイベントハンドラ ＊ ＊(16）
[JIS53a］マウス依存のジャンプメニュー ＊ ＊
[JIS53c,｡,e］自動的なページの更新 ＊ ＊
[JIS5.3c,d,e］自動的なページの移動 ＊ ＊
[JIS53e］ホ.ツプアツプ･ウインドウの使用 ＊ ＊
[JIS5.39］異なるリンク先への同一ラベル ＊(3) ＊(7)
[JIS539,54b］リンクのラベル ＊ ＊
[JIS54a］スペーサー画像のLONGDESC属性 ＊ ＊
[JIS5.4a］スライス画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊(5)
[JIS5.4a］ビュレット画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS54a］画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS5.4a］繰り返し画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS5.4a］繰り返し画像のＡＬＴ属性の一貫性 ＊ ＊
[JIS54a］装飾画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS54b］イメージマツプのＡＬＴ属性 ＊ ＊(2)
[JIS54b］ホツトスホ゜ツトのＡＬＴ属性 ＊ ＊(4)
[JIS5.4b］ボタン画像（BUTTON）のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS5.4b］ボタン画像（INPUT）のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS5.4b］ボタン画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊(8)
[JIS54b］リンク画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS54b］隠しリンク画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS54c,｡］音声/ビデオ･オブジェクトのコンテンツ ＊ ＊
[JIS54e］JavaScriptリンクの使用 ＊ ＊
[JIS54e］SCRIPT要素の代替手段（NOSCRIPT要素） ＊ ＊
[JIS56a］文字サイズの可変性 ＊ ＊
[JIS58a］コンテンツの点滅 ＊ ＊
[JIS5.9a］CHARSETでの文字コード指定 ＊ ＊
[JIS59e］単語内のスペース/改行 ＊ ＊
[JIS52c］データセルと見出しセルの関連付け ＊ ＊
[JIS5.2c］データテーブルの見出しセル ＊ ＊
[JIS53b］ラベルとコントロールの関連付け *(2) ＊
[JIS54b］サムネール画像のＡＬＴ属`性 ＊ ＊
[JIS54b］バナー画像のＡＬＴ属』性 ＊ ＊
[JIS54d］画像オブジェクトのコンテンツ ＊ ＊
[JIS54e］アプレツトのＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS5.4e］アプレツトの代替コンテンツ ＊ ＊
[JIS59a］CHARSET指定の妥当性 ＊ ＊
田中洋一・吉村正照ウェブ・アクセシビリテイ設計方法の開発
表２マニュアルテストにおけるアクセシビリテイ・チェック結果
４ｍ
－２５－
[JIS54d］マルチメディアの音声ガイド＊＊
J灘蕊f蕊蝋繊灘灘議灘蕊蕊蕊蕊議議蕊蕊蕊
蕊蕊蕊，議欝蕊議議議議＃鱗i蕊蕊I鱗蕊 鍵霧灘
[JIS51a］ソースコードの文法 ＊(2) *(1)
[JIS51a］最新のＷ３Ｃ技術確認 ＊(1) ＊(1)
[JIS51b］スクリプトで生成するコンテンツ ＊ ＊(9)
[JIS5.lb］スクリプトのアクセシピリテイ ＊ *(10リ
[JIS51b,54.,e］オブジェクトの代替コンテンツ ＊ ＊
[JIS52a］リスト構造のマークアップ ＊ ＊
[JIS52a］引用マークアツプの誤用 ＊ ＊
[JIS52c］ＰＲＥタグによるデータテーブル ＊ ＊
[JIS52c］複雑なデータテーブルの見出しセル ＊ ＊
[JIS52d］データテーブルの誤用 ＊ ＊
[JIS52d］フォームのレイアウトテーブル ＊ ＊
[JIS5.2f］フレームの目的 ＊ ＊
[JIS52g］サイト構造に関する'情報 ＊(１） ＊(1)
[JIS53a］マウス依存のインターフェース ＊ ＊(8)
[JIS53b］ラベルとコントロールの配置 ＊(2) ＊
[JIS53b］選択肢の構造化 ＊(2)
[JIS5.3c,｡］制限時間設定の有無 ＊(2)
[JIS53e］新しいウインドウの使用 ＊ ＊(4)
[JIS53f］ナピゲーシヨンの一貫性 ＊(11） *(1)
[JIS53h］ナピゲーシヨンのスキップリンク ＊(11） ＊(1)
[JIS5.3i］利用者の誤操作への配慮 ＊(2)
[JIS5.4a］スライス画像の代替テキスト ＊ ＊
[JIS54a］画像のLONGDESC属`【ﾐ/Ｄ－リンク ＊ ＊
[JIS54a］画像の代替テキスト ＊ ＊
[JIS54b］サムネール画像のLONGDESC属`|:2/､‐リンク ＊ ＊
[JIS5.4b］サムネール画像の代替テキスト ＊ ＊
[JIS54b］サーバサイド･イメージマップの代替リンク ＊ ＊
[JIS54b］バナー画像の代替テキスト ＊ ＊
[JIS5.4b］ホットスポットの代替テキスト ＊ ＊
[JIS54b］ボタン画像（BUTTON）の代替テキスト ＊ ＊
[JIS54b］ボタン画像（INPUT）の代替テキスト ＊ ＊
[JIS54b］ボタン画像の代替テキスト ＊ ＊
[JIS54b］リンク画像の代替テキスト ＊(2) ＊
[JIS5.4b］隠しリンク画像の代替テキスト ＊ ＊
[JIS54c,｡］リンク先の音声ファイルの代替コンテンツ ＊ ＊
[JIS54c,d］音声/ビデオ･オブジェクトの代替コンテンツ ＊ ＊
[JIS5.4.］マルチメディアと代替コンテンツの同期 ＊ ＊
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［
要確認個所の数弓
［ １１１１１Ｉ １１１１１８１ ５＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊
※要確認欄括弧内の数字は、 で
書いた場合、ホームベージ・リーダーは「29ぶん
のｌつち」と読み上げる。それに対し「１月２９
日（土曜)」と書くことにより、音声ブラウザは「
ｌがつ29にちどよう」と読み上げる。このよう
な入力時における小さな違いが、ユーザにとって
は大きな差となる。表において、どの項目を行
(列）に設定するかも同様に大切である。また、
紙メディアの,情報を安易にＰＤＦ文書として
Ｗｅｂ上にリンクすることも熟慮の必要がある。
なぜなら音声ブラウザ対策以外にも、ＰＨＳ等の
ナローバンド回線において、表示までに長い時間
を要するからである。
第２に、Ｗｅｂ文書の変更、部局担当者・運用担
当者の校閲、実際のサーバアップロードの簡略化
4．３ユーザ・テスト
主要ターゲット層に近い在学生を被験者として
ユーザ．テストを行い、ナビゲーション表記等の
変更にフィードバックする。
５おわりに
ウェブ・アクセシピリテイに関しては、新規作
成時においてガイドラインを遵守することはもち
ろん重要であるが、その後の運用における問題点
も多い。サイトポリシーが良くとも、担当者の交
代等によるアクセシピリテイの低下が考えられる。
第１に、トピックス（最新情報）等の文書作成
時における学内ガイドライン作成が必要である。
例えば、入試日の表記において、「ｌ／２９(士)」と
－２６－
[JIS5.4.］画像オブジェクトの代替コンテンツ ｜＊｜’＊’’
[JIS54e］NOSCRIPT要素の代替コンテンツ ＊ ＊
[JIS54e］プラグインヘのリンク ＊ ＊
[JIS5.5a］色だけでの情報伝達 ＊(1) ＊(1)
[JIS5.5b］形または位置だけでの情報伝達 ＊(1)
[JIS57a,b］音の自動再生と制御
[JIS58a］ＧＩＦアニメの点滅 ＊ ＊
[JIS5.8a］動きのあるＧＩＦアニメ
[JIS58a］動きのあるオブジェクト ＊ ＊(1)
[JIS58a］画面の点滅 ＊ ＊(１）
[JIS58b］ＧＩＦ画像の明滅 ＊ ＊
[JIS58b］画面の明滅 ＊ *(1)
[JIS5.9a］文字コードの判定 ＊(１） *(1)
[JIS5.9b,c,｡］平易な言葉遣い ＊(1) (1)
[JIS5.9f］図記号/イラスト/音声の併用 ＊(１） ＊(1)
[JIS52a］引用箇所のマークアツプ ＊(1) ＊
[JIS52b］スタイルシートに依存した表現 ＊(2) ＊
[JIS5.29］サイトの階層構造を示す情報 ＊(1) *(1)
[JIS5.39］リンクの操作しやすさ *(2) *(8)
[JIS5.4a］スペーサー画像のＡＬＴ属性 ＊ ＊
[JIS54e］アプレツトの代替テキスト ＊ ＊
[JIS55c,5.6c］前景色と背景色のコントラスト ＊(2) *(15）
[JIS5.6b］明朝体の指定
[JIS5.9a］異なる自然言語の使用 ＊(1) ＊
田中洋一・吉村正照ウェブ・アクセシビリテイ設計方法の開発
テンツ｣，
5）ＵＳＣAugust７，１９９８．「リハビリテーション法第508
条修正版｣，http:"www、section508gov／（2005年１
月１０日閲覧）
6）W3CRecommendationMay5，1999,「Web
ContentAccessibilityGuidelinesLO(ＷＣＡＧｌＯ)｣，
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ・ｗ３ｏｒｇ/ＴＲ/ＷＡＩ－ＷＥＢＣＯＮＴＥＮＴ／
（2005年１月１０日閲覧）
7）W3CWorkingDraftNovemberl9，2004,「Web
ContentAccessibilityGuideliｎｅｓ２０(WCAG20)｣，
http:"www・w3org/TR/WCAG20／（2005年１月１０日
閲覧）
を行うためには、専用ＣＭＳ(ContentManagement
System）の開発が重要であろう。これに関して
は研究会を作り、現在研究中である。
引用文献
ｌ）AccessBoardPublishedDecember21,2000,
「Electronicandlnformatio、Technology／・
AccessibilityStandards｣，http://www・access-
boardgov/sec508/508standardshtm（2005年１月
１０日閲覧）
２）Bobby，http:〃bobby・watchfirecom/bobby/html／
ｅｎ/indexjsp（2005年１月10日閲覧）
３）仁愛大学公式Web，http://wwwjindaLac・jp／（2005
年１月１０日閲覧）
４）日本規格協会，2004年５月20日制定，「JISX8341-3
高齢者・障害者等配慮設計指針一情報通信における機
器，ソフトウェア及びサービスー第３部：ウエブコン
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